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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公開番号】特開2020-76078(P2020-76078A)
【公開日】令和2年5月21日(2020.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2020-020
【出願番号】特願2019-188728(P2019-188728)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/61     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月16日(2020.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃａ、Ｅｕ、Ｍｇ、Ｓｉ、Ｏ、及びＣｌを含む化学組成を有し、前記化学組成１モル中
のＳｉのモル比を４としたときに、Ｃａをモル比で７．０以上７．９４以下の範囲内、Ｅ
ｕをモル比で０．０１以上１．０以下の範囲内、Ｃａ及びＥｕの合計をモル比で７．７０
以上７．９５以下の範囲内、Ｍｇをモル比で０．９以上１．１以下の範囲内、Ｃｌをモル
比で１．９０を超えて２．００以下の範囲で含む、クロロシリケート蛍光体。
【請求項２】
　下記式（Ｉ）で表される化学組成を有する、請求項１に記載のクロロシリケート蛍光体
。
　ＣａｘＥｕｙＭｇｚＳｉ４ＯａＣｌｂ　　　（Ｉ）
（式（Ｉ）中、ａ、ｂ、ｘ、ｙ及びｚは、それぞれ、７．０≦ｘ≦７．９４、０．０１≦
ｙ≦１．０、７．７０≦ｘ＋ｙ≦７．９５、０．９≦ｚ≦１．１、１５．６≦ａ≦１６．
１、１．９０＜ｂ≦２．００を満たす数である。）
【請求項３】
　前記式（Ｉ）中、ｘ、ｙ、ａ及びｂが、それぞれ、７．８０≦ｘ＋ｙ≦７．９５、１５
．７３≦ａ≦１６．０５、１．９５≦ｂ＜２．００を満たす数である、請求項２に記載の
クロロシリケート蛍光体。
【請求項４】
　Ａｌをさらに含む、請求項１から３のいずれか１項に記載のクロロシリケート蛍光体。
【請求項５】
　Ｓｒ、Ｂａ及びＡｌからなる群から選択される少なくとも１種の元素を含み、Ｓｒ、Ｂ
ａ及びＡｌの合計が蛍光体１００質量％に対して、３６０質量ｐｐｍ以下である、請求項
１から４のいずれか１項に記載のクロロシリケート蛍光体。
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【請求項６】
　前記化学組成を有する酸化物である蛍光体コアと、前記蛍光体コアの表面に、Ａｌ２Ｏ

３、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２及びＴｉＯ２からなる群から選択される少なくとも１種の酸化物
が付着された、請求項１から５のいずれか１項に記載のクロロシリケート蛍光体。
【請求項７】
　２５０ｎｍ以上４８５ｎｍ以下の範囲内に発光ピーク波長を有する光源と、前記請求項
１から６のいずれか１項に記載のクロロシリケート蛍光体を含む発光装置。
【請求項８】
　Ｃａを含む化合物と、Ｅｕを含む化合物と、Ｍｇを含む化合物と、Ｓｉを含む化合物と
、Ｃｌを含む化合物とを準備し、Ｅｕを含む化合物、Ｍｇを含む化合物及びＳｉを含む化
合物からなる群から選ばれる少なくとも１種の化合物が酸化物であり、Ｃｌを含む化合物
が、Ｃａ又はＭｇを含んでいてもよく、
　Ｓｉを含む化合物中のＳｉを４モルとしたときに、Ｃａのモル比が７以上８．２以下の
範囲内、Ｅｕのモル比が０．０１以上１．１以下の範囲内、Ｍｇのモル比が０．９以上１
．１以下の範囲内、Ｃａ及びＥｕの合計がモル比で８．０５以上８．２５以下の範囲内、
Ｃｌのモル比が２．０以上３．０以下の範囲内となるように各化合物を秤量し、混合して
原料混合物を得ることと、
　前記原料混合物を焼成することと、
　クロロシリケート蛍光体を得ることを含む、蛍光体の製造方法。
【請求項９】
　前記クロロシリケート蛍光体が、下記式（Ｉ）で表される化学組成を有する、請求項８
に記載の蛍光体の製造方法。
　ＣａｘＥｕｙＭｇｚＳｉ４ＯａＣｌｂ　　　（Ｉ）
（式（Ｉ）中、ａ、ｂ、ｘ、ｙ及びｚは、それぞれ、７．０≦ｘ≦７．９４、０．０１≦
ｙ≦１．０、７．７０≦ｘ＋ｙ≦７．９５、０．９≦ｚ≦１．１、１５．６≦ａ≦１６．
１、１．９０＜ｂ≦２．００を満たす数である。）
【請求項１０】
　前記焼成温度が１０００℃以上１３００℃以下の範囲内である、請求項８又は９に記載
の蛍光体の製造方法。
【請求項１１】
　前記焼成雰囲気が還元雰囲気である、請求項８から１０のいずれか１項に記載の蛍光体
の製造方法。
【請求項１２】
　前記クロロシリケート蛍光体を蛍光体コアとし、前記蛍光体コアに、Ａｌ２Ｏ３、Ｓｉ
Ｏ２、ＺｒＯ２及びＴｉＯ２からなる群から選択される少なくとも１種の酸化物を付着さ
せることを含む、請求項８から１１のいずれ１項に記載の蛍光体の製造方法。
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